
あまぬまスマイル委員会 (天沼中学鰤 域

教育推進協饉会)は、地域内にある組織・活

動のネットワークの広がりを活かし.地域
社会全体で子どもの育成や教育に取り組

む協議体です.0歳から■5歳までの子ども
の青咸や教育をコミユニテイの問題とし

て考え.地域の教育・子育てにかかわる

課題に主体的に取り組んています。

令和7年度3月 31日発■
天 沼 中 学 校 区
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薔掛小学校 棧長 浅見晏子

書のやわらかな光に包まれ、校庭の木々にも新しい芽吹きが感じられる季節となりました。新年度を迎え、進級・入学した

子どもたちは、新しい教室、新しい友達、新しい学びに胸をふくらませています。その表情には、期待と同時に少し緊張も見ら

れますが、その一つ一つの気持ちが、これからの成長を支える大切な原動力になると感しています。

沓掛小学校では、この数年間、「子どもたちにとって、本当に意味のある学びとは何か」「地域の中で学校が果たすべき役割とは

何か」を問い続けてきました。特にこの4年間は、天沼中学校区地域教育推進協議会の活動を通して、学校・家庭・地域がどの

ように連携し、子どもたちの育ちを支えていくことができるのかを考え、試行錯誤を重ねてまいりました。取り組みは決して平坦

なものではなく、時には立ち止まりながら考え直すこともありましたが、その都度、多くの方々の支えと協力により、一歩ずつ

歩みを進めることができました。

令和 7年 度には、その成果の一つとして、「ほんあまえんにち」の機会を活用し.沓掛小学校区の通学路調査を実施しました。

子どもたちは、普段何気なく通っている道を改めて見つめ直し、「ここは見通しが悪い」「この交差点は車が多い」といった気づき

を、自分たちの言葉で共有しました。そして、学区域マップにシールを貼り、安全マップを完成させました。この活動を通して、

子どもたちは地域への愛着を深めるとともに、自分たちの安全を自分たちで考える主体的な姿勢を伸ばしてきました。

また、沓掛小学校地域子育てネットワークから出された、一方通行である南側道路を逆走する車への懸念についても、天沼

中学校区地域教育摯進協議会0皆様が中心となり、関係機関への働きかけを継続して行ってくださっています。学校だけでは解決
が難しい課題について、地域の力を結集し、子どもたちの安全を守ろうとする姿勢は、私たち教職員にとっても大きな励みと

なっています。

このように、子どもたちの学びと、それを見守り支える地域の取り組みが結びつき、地域の安らい安全へとつながっていく実践

が、少しずつ形となって表れてきました。一つ一つの活動は小さなものであっても.そ れを積み重ねてきた4年間の歩みは、確か

な実感と手応えとして残っています。そして何より、こうした経験が、子ともたちの「自分たちは地域の一員である」という意識を

育てていることを婚しく思います。

令和 8年度も、「安心して挑戦できる学校」を教育活動の基盤に据え、一人一人の「やってみたい」「挑戦してみたい」という思

いを大切にしながら、子どもたちとともに歩んでまいります。失敗を恐れず、互いに認め合い、支え合う中で、自分の力を伸ばして

いく
―
そのような学びの姿を、これからも大切にしていきたいと考えています。

本年度も、保護者・地域の皆様と力を合わせながら、子どもたちの実顔と成長があふれる一年を創ってまいります。31き続き、

本校の教育活動へのこ理解とこ協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

r::tr.r/lE{I
今年度は天沼中学生のポランテイア人数も多数増えて.回収ペースも3か 月ことにで

きるようにしていくことになりました。特に後半は、12′ ■9・ 3′ 6と 2回 の回収活動を行い、

2台 のリアカーが満タンになりました。

生徒さん達のやる気に満ちた′(ワ ーに押され地教推としてもしっかりとサポートをし

ていかなければいけないと改めて感じました。コロナ前のような中学生と地域が繋がる

活動にしていけるように盛り上げていきたいと思っております。地域の多くの皆様こ協力

ありがとうこざいました。
■コキャップの受領書
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まち0懇議会 2026年 3月 12日 (ホ )

‐
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3月 12日 (木 )天 沼中学校体育館にて中学

3年生と地域の人々が「だれにも安全でやさし

いまち」をテーマに話し合いがもたれました。

生徒 92名 、地域の方々38名 が参加し、■8グ

ループに分かれて.班 長 (中 学生 )を 中心 に

各班で活発に意見が交わされました。決めら

れた時間が足りないと思われるほどの盛り

上がつてした。

中学生は、この春から地域を離れ、それぞ

れの高校へ進学していく生徒たちである。地

域の方々は、町会、PTA、 民生委員、各団体、

行政の方々など、40名 弱が参加していた。

出てきた意見はどれも頷けるものばかりで、

「自分たちが少し勇気を出して挨拶をすること」

「地域の行事やお祭りに関心をもち、心を開い

て参加していくこと」などが挙げられています。

どの課題も中学生にとってはA― ドルが高い

かもしれないが、安心でやさしいまちづくりには必要なことではないかと.多くの人が意見に責同していました。

今、大人たちの社会では、戦争を取り巻くさまざまなニュースなど、日や耳 にしたくないような出来事が、この美 しい地球の

中で起 こっています。世界中の人が安全でやさしい地球であることを願っている中で、この小さな地域で人々の幸せな喜 らし

を願いながら出された意見は、とても素晴らしいものだと感 した集まりでした。

子育T講演会 2026年 2月 14日 (土 )

今年度の子育て講演会は2月 ■4日 (■ )コ ミュニ

ティふらっと本天沼をお借りして、昨年同様に保健学

博士・公認心理師の山川恵子先生をお招きして「中学

年からのトリセツ・9歳の壁にどう向き合う?」 という

テーマで講演していただきました。天沼 4‐ 沓掛」ヽ

天沼中の保護者だけでなく、地域の皆様にもお声が

けやチランの配布をさせていただき幅広くこ案内させ

ていただきました。

例年より多数のこ参加がありとても好評な諸演会

となりました。「とてもわかりやすく成長過程のなかで

健全な反応なんだと理解ができた」等感想をいただき

ました。また来年度も思考を凝らして子育て謁演会を

企画したいと思います。こ協力をいただきました皆様

ありがとうこざいました。

天沼中学校国際交流企画 2025年 10月 18日 (土 )

■0月 ■8日 、天沼中学校体育館にて天■2年生3年生と杉並区交流協会から派遣された■4カ 国と地域の方々が15グループ
にわかれて、様々なトビックについて話し合う、国際交流企画が行われました。

最初は緊張気味だつた中学生も話題がゲームなど身近なものになると積極的に楽しそうに話をしていました。地域や保護
者の方々も.グループに加わり.この企画を楽しまれていました。交流協会の方々は天中のあと、天沼小で開催されていた
′ヽロウィーンにも参加し、小学生とも交流を持たれました。
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安心。安全な通学環境をみんなの手でξ
4年間 :=ねた局『危険箇所マ」ゴ調査』

天沼中学校区地域教育推進協

議会では、地域の安全意識を高

め、子どもたちの安心・安全な

通学環境を整える活動を行なっ

ております。

取り組みの一環として、4年 間

にわたり児童館祭り等で通学路

の 危険箇所マップ調 査を、防

犯・防災の専門家であられる清

永奈穂先生 に監修いただきな

がら実施してまいりました。

皆さまからいただいたこ意見

と調査結果を基に、学校、自治体、警察署と連携し、グリーンベルトの設置や街灯の電

球を明るいものに交換するなど、少しずつ安心安全が実現してきました。

今年度の危険箇所マップ調査では、令和 8年 4月 より導入される自転車の取締り強

化を見据え、自転車利用についても併せて調査を行いました。

『危険箇所マップ調査結果』

皆さまご協力ありがとうこざいました

子どもが「危ない」と感じている場所 大人が「危ない」と感じている場所回答数 1227 回答ユ 1225

曰大二高通リ

|口若杉小沿いの通り

曰大三高適リ

1日若杉小沿いの通り

天沼八幡神社交差点

天沼八幡通
`'

38

25 22

29天沼八幡神社交差点   lllllll:13

天沼八幡通 |,

天沼小交差点     |||||■ 11

天招中近くのセブンイレブン |115

教会通り      ■|117
熊野神11付近             15

天沼小交差点             15

天沼中近くのセブンイレブン ||117

教会通り      ■||1目 10
熊野神社付近     ■■■||■ 13
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●お子さんが自転車利用時に危ないと思う場所 0お子さんが歩いていて危ないと思う場所  大人が自壼車利用時に危ないと思う場所 ●大人が危ないと思う場所
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゛ 天沼小学校の回答ては、学校から児童館 (学菫クラブ)へ向かう旧若杉小学校から青梅 1::道 へ抜ける道路や天沼小学校

付近の通り、指定通学路である熊野神社・元藤の澪付近の交差点について不安を感じるという声が多く寄せられま
した。

一方、天沼中学校の回答では、天沼八幡通りを危険と感じる方が特に多い結果となりました。

さらに、両校に共通して多かったのが、日大三高通りと天沼八幡神社の交差点付近です。歩行者・自転車・車が入り混じる

機難な交通環境であることから、毎年経続して不安の声が寄せられている場所です。

啄

天沼中学校
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●道幅が狭く、車・自転車・歩行者がす

れ違う際にヒヤッとする場面が多い

●中高生が横並びで歩き、小学生が

車道に出てしまうことがある

●信号が複数交差しており、動線が

複雑で横断が難しい

●ウェルファーム付近では路上駐車

やバス停周辺で車がスピードを上

げて通過し危険

●歩道が狭い.ま たはない区間が多

く、車との距離が近くて怖い

●′ヽスを追い越す車と歩行者 .自 転

車が接触しそうになる

●朝の運学時間帯は人が多く、歩行

者が車道にはみ出すことがある

●植裁や駐車車両が死角をつくり、

横断時に車や自転車が見えにくい

日大三高通り 旧若杉小から青構街道への道路

●遺幅が非常に狭く、車と歩行者が

すれ違う際に危険を感じる

0カ ープで車や自転車が由がってく
るのに気づきにくい

●見通しが悪く、スピードを出す車と

ぶつかりそうになった経験が複数

ある

●駐車車両が死角をつくり、飛び出し

や接触の危険が増している

0夜 間は街灯が少なく暗いため、歩
行者が見えにくく不安

●片側に歩道がなく、子どもがふぎけ

て歩くと車と接触しそう

0朝 は駅に向かう自転車・歩行者の
スピードが速く危険

●膏梅街道に出る直前の道で車がス

ピードを上げて通過し怖い

●信号が短く、小学生や高齢者が渡

りきれないことがある

●朝の通勤通学時は人があふれ、車

道にはみ出してしまう

●車がスピードを出して右左折してく

るため、歩行者が鵞く場面がある

●信号無視や横断歩道で車が止まら

ないなど、交通ルール運反が多い

●見通しが良さそうで実は死角が多

く、自転車がスピードを緩めず進入

してくる

●信号待ちのスペースが狭く、車との

距離が近くて危険

●横断歩道で自転車が停車中の車の

間をすり抜けてくる

●道幅が狭く、車・自転車・歩行

者がすれ違う際に危険を感じる

●車や自転車の運行景が多く、ス

ピードを出して走ることが多い

●カープや死角が多く見通 しが

悪い

●朝夕は中高生が横並びで歩き、

歩きスマホや本を読みながら歩

く姿もあり危険

●店鶴前の駐輪や路上駐車で道

幅がさらに狭くなり、車が通る

と怖い

●自転車同士や歩行者との授触

が起きそうになる場面が多い

●八幡神社前の三差路はどの方

向からも車や自転車が来て横

断が難しい

天沼ハ幡通り天沼八幡神社交差点

0カ ープで車や自鮨車が突然
現れてぶつかりそうになる

0駅 方面へ向かう自転車が
スピードを落とさず由がっ

てくる

●一時停上の標識があるの

に、自転車が勢いよく飛び

出してくる

●道路が狭く、人通りも多い

ため、車・自転車・歩行 者

が交結して危険

●見通しが悪く、減速せずに

進入する車が多い

●自転車同士や自鮨車と歩

行者の接触事故をよく見か

ける

0夕 方や夜間は暗く、さらに
見通しが悪くなる

●衡生病院付近は道が狭いのに車のスピードが

速く、由がり角の死角でヒヤッとする

●教会通りで細い路地から出てきた自嗽車と・ は

ち合わせ '′ しそうになる

●上荻児童館周辺は路上駐車で見通しが悪く.

子どもだけの通行が心配

●弁天池公園付近はカープが急で車が見えにく

く、公国からの飛び出しが危険

●本天沼南公園周辺は登下校の中高生の自転車

が速く、歩付者と接触しそうになる

●もえぎ公口横の道は夜が暗く、人通りが少なく

て不安

●稲荷神社周辺は細くて陪く、曲がり角からの車

が見えにくい

●天中近くのセブンイレプン前は信号がなく、車

が各方向から来て渡りづらい

0こ とぶき通りから教会通りに抜ける遺は暗く、

車のスピードが速くて怖い

●黄色コース(青梅街道方面)は一時停止無視の

自転車が多く、飛び出しが危険

●ドンキホーテ事の曲がり角は狭く、歩きスマホ

の人とぶつかりそうになる

●天沼児童館前は自転車の通行が多く、由がり

角での接触が心配

●清水の森公園周辺は衝灯が少なく、暗くて見

通しが悪い

●天沼中付近の五差路はどこから車や自転車が

来るか分かりにくい

●熊野神社周辺は道が綱く、子どもの飛び出し

や急な構断が心配

●曰大三高横の道は送迎車の停車て道がふさが

り,歩行者・自転車が危険な場面がある

その他

危険箇所口調査で皆書hよ 」寄世られたご 見
皆きまよりこ回答いただいた調査結果は学校・地域・行取・警察と共有し、
改善に向けた取り組みにつなげています。 H

日大三高通り 交通面の改善案

●歩適が少なく、車と0踵離が近いため“歩違の確保・
.を
望む声が多い

●′(ス輌付近の路上駐車が危険を生むため、

取り綺まりや改善を求める意見

●縦やかなカープが多く、見通し改善のためのミラー設置を希望

●交通量が多い時間帯は車のスピードが速く、減速を促す対策を求める声

●中高生の構並び歩●て小学生が車道に出てしまうため、

通行マナーの改善を重む

0信号が少なく、横断が難しい場所に機新歩菫や信号設置をまめる意見
●′(ス を通い越す●が危険との声が多く、違い越し禁止や注意嗅起を希望

最も多くのこ意見が

書せられたエリアです。

危険箇所に関するこ意見

見通しの悪きと交通日の多さから、

不安の声が多数寄せられました。

道颯の狭さと見通しの悪きに

目する声が多く寄せられました。

天招小学校前交差点

信号の短きや

朝の混雑に関する声が目立ちました。

還勁・通学の時間帯に

車両と歩行者が混●し、

最も交通 Eが多い澤つてす。

多くの方が危険と感じる箇所でなくても .

見過こせな tヽ“ヒヤリ八ット"が、たくさん0在 します。
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己月1日日天沼中学校で『交通安全出張講座』を実施

「令和7年■■月に改正された道路交通法、令和8年 4月

に導入される自転車の取締り強化で、私たちの自転車利

用はどのように変わるの?」 という地域の皆さまの疑間に

お応えして、2月 18日天沼中学校で荻窪警察署によるr交

通安全出張講座』を開催いたしました。

当日は、50名もの方にこ参加いただき、交通安全の他、防

犯についても詳しく説明いただきました。

講座では、皆さまにこ回答いただいた危険箇所マップ調査

の結果を活用し、交通面で不安に思う点や、自転車利用で危

険だと思う身近な場所を例にあげ状況をイメージしやすい内

容となりました。
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特殊炸漱0
最新コ nと対策について

4月 1日 交通反則通告口壼導入
で変わること

歩遭で0
自転●走〔7はどうなる0

自転車は車道左側通行が原則で

ある一方、■3歳未満や70歳以上、

身体の不自由な方は歩道走行が認

められていること、また危険を感じ

る場合には大人でも歩道を走行で

きることなど、状況に応した柔軟な

ルールが紹介されました。ただし、

歩道はあくまで歩行者優先であり、

歩行者に配慮した走行が求められ

る点が改めて強調されました。

近年、電話番号を偽装したり、LIN Eの ビデオ

通話を悪用したりと、手口が巧,,化していること

が紹介されました。還付金手欺や訪問詐欺、買

取詐欺.ロマンス詐欺など、多様な手口があるこ

とを踏まえ、知らない番号には出ないことや、お

金の話が出たら一度電話を切って確認すること

など、日常生活てできる対策が示されました。ま

た、警視庁の防犯アプリ「デジポリス」の活用や、

訪問販売への対応方法など、すぐに実践できる

防犯のポイントも共有されました。

これまで以上に、自転車の悪質 .危

険な違反に対して反則金がヽされるよ

うになることが紹介され、特に信号無

視や一時停止違反など、歩行者に危険

を及ぼす行為が青切符の対象となるこ

とが強調されました。ただし、書察とし

ては・なんでも取り締まる
。
のではなく、

事故防上のための指導・警告が基本

であることも丁寧に説明され、参加者

の不安を和らげる内容となりました。

小学
=1白
戦車!=

同●させマtl'I'子すか?

道路交通法上「就学前の

児童まで」となっており、

小学生の同乗は禁止です

精晰,せ は白転●t
岬ιマ■うべ0ですか

自転車に乗ったままの横断は危険

行為として指導対象となりますの

で、自転車は押して渡ってください

猥旱τ由鮨●麟ユιマι

大■夫ですか,

原則は禁止ですが、安全確保

を優先し、幼児を見守るため

の並走は取り椰まりの対象と

しません
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喘 鋼事 ,:3
白転●が二れますか

基本は歩行者用で、自転

車は車道を走るのが原

則となります

環七・■相宙■●ピ
大通1,″博いて守

歩道は歩行者優先とした上で、危険

を感じる場合は自転車でも歩道走

行可能です。警察官に注意された場

合は、危険と感じる理由を説明して

もらえれば大文夫です

参加者からは

多くの質問が寄せられました。

これい らt安 全 へ 0駅 ワ組 み l=.せ υ ご●如 くな十 L,
危険箇所マップ調査に寄せられた皆きまの声の詢み重ねが、今回の「交通安全出張講座」の開催にもつながりました。地域の安全拠点である天沼中学校
に.地域住民と保護者が集まり講座を開催できたことに.大きな意義を感しております.

今後も危険箇所マップ調査や講座を実施する際は.子どもたちが安心して通える地域づくりのため.引き続きこ協力いただきますようお願いいたします.
地教推では.皆さまと一緒に衡の安全を考え.地域 .学校・行政と連携しながら.子どもたちが安心して暮らせる地域づくりを進めてまいります。

t,

『変遇安全出張請座』の内害、ぜひご確認くた,い′

つ費疑応答

(よ く薔畳質問 )


